

























































保護者から回収されたアンケートは 57 部（回収率 71.3%）
で、有効回答は 57 部（有効回答率 100％）であった。内訳
は、母親が 53 人（93.0%）、父親が 2 人（3.5％）、その他 2
人（3.5％）であった。母親の平均年齢は 40.9（SD ＝ 7.0）
歳で、範囲は 25 歳から 59 歳であった。家族形態は核家族が
小児がん治療中の子どもの食生活に対する
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48 世帯（84.2%）で、内訳は両親と子ども世帯が 46 家族
（80.7%）、片親と子ども世帯が 2家族（3.5%）であった。同




歳以上～ 6歳未満）が 17 人（29.8%）、学童（6歳以上～ 12
歳未満）が 15 人（26.3%）、中学生が 9人（15.8%）、高校生
以上が 15 人（26.3%）で乳児は 0であった。診断時の年齢は
57 人のうち、乳児が 5 人（8.8%）、幼児が 23 人（40.4%）、
学童が 14 人（24.6%）、中学生が 8人（14.0%）、高校生以上
が 6人（10.5%）であった。診断されてから現在までの療養
経過年をみると、57 人中、1 年未満が 12 人（21.4％）、1 年
から 3 年未満が 22 人（39.3％）、3 年から 5 年未満が 14 人
（25.0％）、5 年から 10 年未満が 6 人（10.7％）、10 年以上が
2人（3.6％）であった。
3）入院経験に関しては、初めての入院が 42 人（73.7%）、2































































いては、57 人中、治療の副作用があるときは 50 人（87.6%）、









































































































































































２） 永田真弓 , 勝川由美 , 松田葉子 , 他：化学療法を受けてい
る小児がんの子どもへの食事援助に関する文献検討 第2
報－消化器症状マネジメントに焦点をあてて－ , 日本小
児看護学会誌 , 18（2）, p.43-52, 2009
３） 永田真弓 , 勝川由美 , 松田葉子：がん化学療法中の子ども
への看護実践における栄養サポートの実態 , 日本小児看
護学会誌 , 21, p.9-16, 2012
４） 前田美穂：病気の時の食事と食事療法－正しい指示がで
きる小児科医－悪性腫瘍で食欲のない子ども , 44（11）, 
p.1778-1782, 2003
５） 大久保明子：化学療法中の小児がん患者の嗜好変化と栄
養評価に関する研究 , 小児がん看護 , 3, p.37-44, 2008
６） 住吉智子 , 伊藤望，塩谷祐子：化学療法を受けている小
児がん患児の食に対する母親の認識－感染予防のための
食事に焦点を当てて－ , 小児がん看護 , 5, p.57-66, 2010
７） 高橋弘文 , 戸塚久美子 , 小杉文美 , 他：入院患者の食形態
に配慮したビュッフェ形式の食事の導入について , 日本
病態栄養学会誌 , 19, p.204, 2015
８） 鈴木恭子 , 土屋彩菜 , 太田紘之 , 他：小児化学療法患者に
おける味覚障害について , 日本病態栄養学会誌 , 19, 
p.204, 2015
９） 伊藤良子：入院児に付き添う家族の入院環境に対する満
足度 , 日本小児看護学会誌 , 18, p.24-30, 2009
10） 平澤明子：小児の化学療法における食事・栄養管理 , へ
るす出版 , 小児看護 , 37（13）, p.1684-1690, 2014
11） 永田真弓 , 宮腰由紀子 , 飯尾美沙：小児がん経験者と家族
が体験した小児がん治療中の食生活とその支援ニーズ , 
小児保健研究 , 73（4）, p570-577, 2014
12） 舟木康子 , 薄田悦子 , 中村奈津子 , 他：小児がんで化学療
法を受けた幼児の食事の実態と家族の関わり , 日本看護
学会論文集小児看護 , 38, p.128-130, 2007
